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期
待
胸
に
憧
れ
の
地
へ

南
極
地
域
観
測
の
第
６１
次
観
測

隊
の
同
行
者
に
、
本
県
か
ら
県
立

守
谷
高
校
教
諭
の
北
沢
佑
子
さ
ん

（３２
）
＝
取
手
市

＝
が
選
ば
れ
た
。

昭
和
基
地
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

な
ど
を
使

っ
て
、
高
校
の
生
徒
に

授
業
を
行
う
。
県
教
委
に
よ
る
と
、

本
県
の
教
員
が
南
極

へ
行
く
の
は

北
沢
さ
ん
が
初
め
て
。
出
発
は
１１

月
。
北
沢
さ
ん
は

「南
極
で
の
経

験
を
生
徒
に
還
元
し
た
い
」
と
抱

負
を
話
す
。

北
沢
さ
ん
は
筑
西
市
出
身
。
理

科
の
教
員
で
専
門
は
生
物
だ
。
昨

年
度
、
国
立
極
地
研
究
所
の

「
教

員
南
極
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
応

募
し
、
書
類
審
査
と
面
接
を
経
て

選
ば
れ
た
。
筑
波
大
大
学
院
時
代

に
観
測
隊
に
参
加
し
た
教
授
の
経

に
胸
を
弾
ま
せ
る
ｃ

同
隊
は
７１
人
編
成
で
、
越
冬
隊

と
夏
隊
に
分
か
れ
る
。
北
沢
さ
ん

は
夏
隊
に
同
行
し
、
現
地
か
ら
生

験
を
聞
い
て
以
来
、
南
極
に
憧
れ
　
か
自
分
も
』
と
い
う
気
持
ち
を
持
　
徒
に

「
南
極
授
業
」
を
行
う
ほ
か
、

を
抱
い
て
い
た
。

「本
職
の
教
職
　
っ
て
い
た
。　
一
度
き
り
の
人
生
。
　

同
隊
に
よ
る
観
測
や
設
営
な
ど
に

を
し

っ
か
り
や

っ
て
か
ら

『
い
つ
　
い
ろ
い
ろ
経
験
し
た
い
」
と
期
待
　
も
携
わ
る
。
帰
国
後
は
南
極

へ
の

北沢教諭 (菅)南極観測隊同行

テ盤峯「経験を還元したい」
日召禾□
不 ツ

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
情
報

発
信
な
ど
を
し
て
い
く
。

国
立
極
地
研
究
所
に
よ
る
と
、

派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
同
行
者
参
加

は
、
第
５１
次
観
測
隊
か
ら
続
い
て

い
る
ｃ

北
沢
さ
ん
は
１１
月
下
旬
に
空
路

で
日
本
を
出
発
ｃ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア

・
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
で
南
極
観

測
船

「
し
ら
せ
」
に
乗
り
込
み
、

昭
和
基
地

へ
向
か
う
。
基
地
に
は

２
０
２
０
年
１
月
に
到
着
。

「南

極
授
業
」
を
１
月
下
旬
か
ら
２
月

上
旬
に
か
け
て
行
い
、
３
月
下
旬

に
帰
国
す
る
予
定
だ
。

北
沢
さ
ん
は

「観
測
隊
員
は
地

球
の
た
め
に
命
を
張

っ
て
闘

っ
て

い
る
。
熱
い

『
南
極
魂
』
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
学
ん

で
、
南
極
か
ら
持
ち
帰

っ
た
経
験

を
生
徒
に
伝
え
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
る
。

（高
阿
田
総
司
）

第 61次南 極 観 測 隊 に 同 行 す
る 県 立 守 谷 高 校 教 諭 の 北 沢

佑 子 さん =守谷 市 大 木




